
1995年 出上の木簡

愛

知

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県

一
宮
市
大
毛
、
葉
栗
郡
本
曽
川
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
四
月
～

一
九
九
五
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
杉
浦
　
茂

・
伊
藤
秀
紀

・
樋
上
　
昇
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

・
集
落
跡

・
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
前
期
―
戦
国
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
毛
池
田
遺
跡
は

一
宮
市
北
西
部
に
位
置
し
、
遺
跡
の
北
西
約
四
ｋｍ
の
地
点

で
東
か
ら
流
れ
て
き
た
木
曽
川
が
大
き
く
折
れ
た
の
ち
南
流
す
る
。
遺
跡
は
そ

の
屈
曲
部
左
岸
域
に
形
成
さ
れ

た
標
高
九
ｍ
前
後
の
自
然
堤
防

及
び
後
背
湿
地
に
か
け
て
展
開

す
る
、
古
墳
１
戦
国
時
代
に
い

部

た
る
複
合
遺
跡
で
あ
る
。

離
　

大
毛
池
田
遺
跡
の
調
査
は
、

名

東
海
北
陸
自
動
車
道
建
設
に
伴

嘩

う
事
前
調
査
と
し
て
、
愛
知
県

教
育
委
員
会
よ
り
委
託
を
受
け

た
ω
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が

一
九
九
三
年
度
か
ら
実
施
し
た
。
調
査

面
積
は
約
四
万
ポ
に
及
び
、
洪
水
に
よ
り
埋
没
し
た
古
墳
時
代
前
期
―
中
期
の

小
区
画
水
田
遺
構
が
調
査
区
ほ
ぼ
全
域
で
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
古
墳
時

代
末
―
平
安
時
代
前
期
の
間
に
掘
削
さ
れ
た
幅
五
―

一
〇
ｍ
深
さ

一
・
五
―

二
ｍ
の
大
溝
数
条
と
、
こ
れ
に
前
後
し
て
展
開
し
た
竪
穴
住
居
が
数
棟
単
位
で

検
出
さ
れ
た
。
中
世
前
期
の
遺
構
で
は
調
査
域
東
辺
に
か
け
て

一
二
世
紀
後
半

―

一
三
世
紀
を
中
心
と
し
た
井
戸
、
区
画
溝
な
ど
の
遺
構
の
展
開
す
る
屋
敷
地

区
画
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た

一
九
九
四
年
度
調
査
で
は
、
戦
国
期
の
、
方

一
町

規
模
の
居
館
外
郭
を
構
成
す
る
と
思
わ
れ
る
幅
三
ｍ
深
さ

一
・
五
ｍ
前
後
の
区

画
溝
を
検
出
し
た
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
そ
の
区
画
溝
の
埋
没
後
に
掘
削
さ
れ
た

一
二

・
五

×

一
〇
ｍ
の
方
形
池
の
下
方
よ
り
、
石
梨
五
輪
塔

（火
輪
・
風
空
輪
▼

古
瀬
戸

壺
類

・
土
師
器

・
陶
磁
器
類

・
漆
塗
椀
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。
遺
構
の
位

置
は
方

一
町
区
画
溝
の
北
西
隅
に
あ
た
り
、
こ
れ
と
接
す
る
区
画
溝
の
内
側
に

も
溝
に
よ
る
小
規
模
な
区
画
が
あ
り
、
出
土
遺
物
の
傾
向
で
み
る
か
ぎ
り
宗
教

的
な
や
や
特
異
な
空
間
を
構
成
し
て
い
る
。
出
土
木
簡
は

「天
文
八
年
」
盆

五
三
先
）
の
紀
年
銘
を
有
し
、
居
館
跡
出
土
遺
物
の
年
代
の
下
限
と
ほ
ぼ
整
合

す
る
。
居
館
の
廃
絶
時
期
を
示
す
ほ
か
、
居
館
の
内
部
空
間
を
復
原
す
る
上
で
、

な
ん
ら
か
の
宗
教
施
設
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

大認
毛け

池静
田だ

遺
跡



木
簡
は
、
上
部
が
久
損
し
て
い
る
も
の
の
墨
痕
は
両
面
と
も
比
較
的
鮮
明
で

あ
る
。
良
好
な
遺
存
環
境
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
木
簡
が
長
く
野
天

に
晒
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
す
ぐ
に
埋
め
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は

持
仏
堂
な
ど
の
祠
、
屋
内
に
置
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
表
面

「来
」
よ
り
上

の
文
字
は
、
以
下
の

「
日
光
月
光
」
が
薬
師
如
来
の
脇
侍
菩
薩
で
あ
る
こ
と
、

裏
面

「讐
王
」
が
薬
師
如
来
の
別
称
で
あ
る
こ
と
よ
り

「薬
師
如
来
」
と
想
定

で
き
る
。
ま
た
、
裏
面

「自
然
化
生
」
の
上
は

「南
無
帰
命
」
か
と
推
定

×
来
日
光
月
光
通
照
菩
薩
摩
詞
薩
翻
犠
制
綽

×
面
叱

夫
修
惟
者
功
徳
衆
乗

　

閉

剛
埒
甜
善
行
禅
門
七
々
日
正
覚

詠

群

笙

央
刻
彫
箋

重

警

箋

厳

盈

許

鋒

痛

妊
酌
畔

等
敬

」
立

（
マ
マ
）

さ
れ
る
。
内
容
は
、
「菩
行
」
の
子
供
達
が
親
の
四
九
日
の
仏
で
あ
る
薬
師
如

来
に
そ
の
冥
福
を
祈
願
し
た
も
の
で
あ
る
。
薬
師
如
来
は
確
か
に
十
三
仏
中
の

四
九
日
の
仏
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
初
七
日
か
ら
四
九
日
ま
で
の
七
日
ご
と
の
法

要
に
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
に
冥
福
を
祈
っ
て
作
ら
れ
る

「七
本
塔
婆
」
と
は
性
格
が

異
な
り
、
父
親
あ
る
い
は
こ
の

一
族
が
特
別
に
薬
師
如
来
に
対
す
る
信
仰
を
持

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

９
　
関
係
文
献

①
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『年
報
　
平
成
六
年
度
』

（
一
九
九
五
年
）

同

『
埋
蔵
文
化
財
愛
知
』
四
〇

（
一
九
九
二
年
）

日
本
考
古
学
協
会

『
日
本
考
古
学
年
報
』

一
九
九
四
年
度
版

（
一
九
九
六
年
）

（武
部
真
木
）

（
卜
り
Ｐ
）
×
⇔
∞
×
］

ｏ
騨
Φ




